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◆９月定例会のあらまし
◆ 29 年度決算認定
◆議　案　審　議
◆一 般 質 問（2 人の議員が登壇）

◆委員会レポート
◆議　員　研　修
◆トピックス（上北郡議長会議員研修会）
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第４6号

柳谷集落で開発した焼酎「やねだん」
貴重な自主財源となっている

9

ろっかしょ

　　議会だより

議員研修　「行政に頼らないまちづくり」に成功した鹿児島県鹿屋市柳谷集落　
通称「やねだん」にて撮影　

自治公民館長の豊重氏（写真左奥）とともに　10 月 10 日

やねだんの取組みについて
説明を受ける議員



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 46 号（2）

9月定例会のあらまし
　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
は
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
７
日
ま
で
の
８
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

■
８
月
31
日
の
本
会
議
初
日
、
提
出
案
件
の
説
明
に
先
立
ち
戸
田
衛
村
長
か

ら
、
２
期
目
の
村
政
を
担
う
に
あ
た
り
、
む
つ
小
川
原
開
発
区
域
へ
の
企
業
誘

致
活
動
や
再
処
理
工
場
の
し
ゅ
ん
工
、
イ
ー
タ
ー
関
係
で
は
原
型
炉
誘
致
な
ど

村
政
を
取
り
巻
く
国
策
の
課
題
に
つ
い
て
道
筋
を
示
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今

後
４
年
間
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
政
策
を
引
き
続
き
公
約
と

し
て
踏
襲
し
て
い
く
と
の
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
４
年
間
の
主
た
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
産
業
の
振

興
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
振
興
、
医
療
・
健
康
・
福
祉
の
充
実
、
教
育
の
振
興
、

商
工
業
の
振
興
な
ど
あ
ら
ゆ
る
産
業
に
お
い
て
村
民
の
方
が
働
き
や
す
く
起
業

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
将
来
に
つ
な
が
る
産
業
基
盤
の
構
築
を
目
指
す

と
し
た
上
で
、
上
程
し
た
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
を
説
明
。

　

■
本
定
例
会
に
は
、
30
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
６
会
計
の
補
正
予

算
、
条
例
の
一
部
改
正
、
旧
尾
駮
診
療
所
の
医
療
費
と
水
道
料
金
に
係
る
債
権

の
放
棄
、
29
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
９
会
計
の
決
算
認
定
、
人
事

案
件
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
六
ヶ
所
村
副
村
長
の

選
任
や
六
ヶ
所
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
な
ど
24
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

　

■
３
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
２
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
関
係
の

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
で
あ
る
委
員
等
の
選
任
方
法
、
青
森
県
立
七
戸
養
護

学
校
へ
の
通
学
バ
ス
運
行
に
よ
る
児
童
生
徒
及
び
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
障
害

者
福
祉
施
設
利
用
者
へ
の
助
成
、
村
長
の
２
期
目
の
公
約
な
ど
に
つ
い
て
問
い

た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
長
よ
り
、
職
員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
に
伴
う
懲
戒
処
分
を
行
っ

た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
、「
村
民
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
詫
び
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
と
村
民
の
信
頼
回
復
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成 30 年 9 月定例会

決算

168億4,911万円を認定

決
算
に
対
す
る
監
査
意
見

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
、
４
特
別
会

計
、
４
公
営
企
業
会
計
の
決
算
は
左
表
の

と
お
り
で
あ
り
、
関
係
法
令
お
よ
び
企
業

会
計
の
原
則
に
準
拠
し
会
計
全
般
に
誤
り

も
な
く
適
正
で
あ
る
と
判
断
。

　

村
税
を
は
じ
め
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
税
外
徴
収
金
を
加
え
た
滞
納
額
が
、
約

１
億
７
千
３
百
万
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
低
減
し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

多
額
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
今
後

と
も
、
慎
重
か
つ
厳
格
に
対
応
し
、
善
良

な
納
税
者
等
の
納
入
意
欲
を
損
ね
る
こ
と

の
な
い
よ
う
長
期
的
な
滞
納
の
抑
制
や
一

層
効
果
的
な
徴
収
対
策
を
行
い
、
収
納
率

及
び
村
民
の
納
税
意
識
の
向
上
に
積
極
的

に
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

　

急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
の
状
況
を
踏

ま
え
、
多
額
の
財
政
需
要
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
安
定
的
な
歳
入
確
保
に
向

け
収
納
率
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

限
り
あ
る
歳
入
と
行
政
資
源
を
活
用
し

て
最
大
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
経
費
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
と
新
た

な
行
政
課
題
・
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き

る
よ
う
組
織
一
丸
と
な
っ
て
財
政
運
営
の

健
全
化
に
な
お
一
層
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

給
水
人
口
が
年
々
減
少
す
る
こ
と
で
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い

が
、
財
政
状
況
に
十
分
配
慮
し
水
道
施
設

の
適
切
な
維
持
管
理
と
整
備
な
ど
を
推
進

し
、
安
全
で
良
質
な
水
を
低
廉
か
つ
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（3）第 46 号

平成２９年度

143億5,171万円、 168億4,911万円を認定

平成 30 年 9 月定例会

※１　経営に伴い発生が予想される収入と支出　※ 2　将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入

２9年度企業会計決算状況
会 計 名 収　　入（千円） 支　　出（千円） 残った金額（千円）

水 道 事 業
収益的　※ 1 313,953 270,287 43,666
資本的　※ 2 156,921 333,890 ▲ 176,969

農業集落排水事業
収益的　※ 1 108,928 105,267 3,661
資本的　※ 2 20,000 43,429 ▲ 23,429

下 水 道 事 業
収益的　※ 1 822,788 794,551 28,237
資本的　※ 2 373,900 588,872 ▲ 214,972

工業用水道事業
収益的　※ 1 32,134 26,067 6,067
資本的　※ 2 0 0 0

合 　 　 　 　 　 計 1,828,624 2,162,363 ▲ 333,739

２9年度各会計の決算状況
会 計 名 収　　入（千円） 支　　出（千円） 残った金額（千円）
一 般 会 計 14,732,581 14,351,707 380,874

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 1,257,258 1,245,233 12,025
後 期 高 齢 者 医 療 71,961 69,578 2,383
国民健康保険（千歳平施設勘定） 116,444 112,950 3,494
介護保険（保険事業勘定） 1,095,398 1,070,443 24,955
合 　 　 　 　 　 　 計 17,273,642 16,849,911 423,731

２９年度の不用額：423,731千円
※不用額のうち平成30年度の特定の事業に約113,306 千円、うち基金繰入額に237,000 千円、残額の73,425千円
　は翌年へ繰越します。

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない
場合は「－」を記載している。

健全化判断比率
平 成 2 9 年 度 早期健全化基準

①～④の指標について、
国の示す基準を下回って
おり、村の財政は健全な
状態です。

① 実 質 赤 字 比 率 －（％） 13.64（％）

②連結実質赤字比率 －（％） 18.64（％）

③実質公債費比率 5.4（％） 25.00（％）

④ 将 来 負 担 比 率 －（％） 350.00（％）



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 46 号（4）

決 算 認 定

土　木　費 支 出 額
約 1,798,703 千円

構 成 比
12.54％

土木費は、道路や村営住宅の維持管理や建設などに使われました。

●鷹架沼護岸工事等工事費	

●村道等舗装補修工事費	

●橋りょう補修工事費	

●除排雪委託料	

●泊焼山7号線整備工事費	

●千歳平3号線外1道路改良整備工事費	

●レイクタウン北地区土地・建築助成金	 村道の除排雪作業

45,925

35,020

59,983

366,063

118,002

240,046

9,572

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

農林水産業費 支 出 額
約 821,943 千円

構 成 比
5.73％

農林水産業費は、農業・漁業・畜産業の振興対策などに使われました。

●富ノ沢地区野菜予冷庫等指定管理委託料	
●施設園芸実証ハウス整備工事費	
●農道整備工事費（村内）	
●内子内農山村広場改修工事費	
●産地パワーアップ事業費補助金	
●酪農振興センター６号牛舎建築工事費	
●泊地区漁業者専用歩道整備実施設計業務委託料	
●漁業振興対策助成金	 酪農振興センター６号牛舎

13,075
35,370
40,182
52,588
28,209
133,866
7,758
59,198

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

教　育　費 支 出 額
約 1,362,014 千円

構 成 比
9.49％

教育費は、小中学校の管理や社会教育、スポーツ振興などに使われました。

●六ヶ所高校通学運行バス委託料	

●小中学校給食費補助金	

●奨学資金貸付金	

●タブレット端末活用支援業務委託料	

●小中学校海外体験学習事業委託料	

●屋内温水プール指定管理委託料	

●ＮＰＯ法人六ヶ所村体育協会補助金	 タブレット端末を活用した授業の様子

96,913

36,246

43,530

13,284

24,440

116,912

12,348

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

そ　の　他 支 出 額
約 5,147,053 千円

構 成 比
35.86％

●議員報酬や議会活動に使われた金額	
●商工業や観光振興に使われた金額	
●消防活動や防災活動に使われた金額	
●借り入れたお金の返済に使われた金額	
●特別会計や公営企業会計に支出した金額	

133,422
1,156,782
733,084
728,652

2,395,113

千円
千円
千円
千円
千円

約

約

約

約

約

約

約

約
約
約
約
約
約
約
約

約

約

約

約

約

約

約

約
約
約
約
約
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六ヶ所村
（5）第 46 号

決 算 認 定

約１４３億５千２百万円はこんな事業に使われました

【平成２9年度決算】

総 務 費 支 出 額
約 2,608,481 千円

構 成 比
18.18％

総務費は、村の全体的な事務などに使われました。

●集会所等改修工事費	
●文化交流プラザ指定管理料	
●村内保育所等防犯カメラ設置等工事費	
●六ヶ所村七戸十和田駅間乗合タクシー運行委託料	
●防災行政無線戸別受信機新設等工事費	
●住宅新築リフォーム助成金	
●消火栓更新工事費	
●消防ポンプ自動車購入費	
●（仮称）尾駮地区コミュニティーセンター工事費	 消防ポンプ自動車（第９分団）

19,726
202,004
4,458
3,891
8,249
14,222
153,359
27,432
79,261

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

民　生　費 支 出 額
約 1,671,510 千円

構 成 比
11.65％

民生費は、お年寄りや乳幼児などの福祉に使われました。

●老人福祉センター指定管理料	

●地域交流ホーム指定管理料	

●高齢者生活福祉センター指定管理料	

●入浴施設利用者補助金	

●千歳平こども園指定管理委託料	

●乳幼児育成事業医療給付費
千歳平こども園

27,300

24,986

9,352

24,417

85,041

28,269

千円

千円

千円

千円

千円

千円

衛　生　費 支 出 額
約 942,003 千円

構 成 比
6.57％

衛生費は、各種検診や予防接種、ゴミ処理などに使われました。

●各種検診委託料	

●乳幼児幼児等健康診査委託料	

●予防接種委託料	

●六ヶ所村指定ごみ袋補助金	

●医療センター指定管理交付金	

●ごみ収集委託料	
地域家庭医療センター

31,064

10,135

27,714

4,650

220,000

58,104

千円

千円

千円

千円

千円

千円

約
約
約
約
約
約
約
約
約

約

約

約

約

約

約

約

約

約

約

約

約
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六ヶ所村
議会だより 第 46 号（6）

議 案 審 議

９月定例会で審議された議案
議案番号 議　　案　　名 議決結果 議決日

議案第７８号 平成30年度六ヶ所村一般会計補正予算（第４号） 原案可決

9月6日

議案第７９号 平成30年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第２号） 原案可決

議案第８０号 平成30年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第８１号 平成30年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第２号） 原案可決

議案第８２号 平成30年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第２号） 原案可決

議案第８３号 平成30年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８４号 六ヶ所村都市公園条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第８５号 債権の放棄について　　※1 原案可決
9月7日

議案第８６号 債権の放棄について　　※2 原案可決

認定第１号 平成29年度六ヶ所村一般会計歳入歳出決算認定について 認　定

9月6日

認定第２号 平成29年度六ヶ所村国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定に
ついて 認　定

認定第３号 平成29年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認　定

認定第４号 平成29年度六ヶ所村国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定）歳入歳出決算
認定について 認　定

認定第５号 平成29年度六ヶ所村介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定に
ついて 認　定

認定第６号 平成29年度六ヶ所村水道事業会計決算認定について 認　定

認定第７号 平成29年度六ヶ所村農業集落排水事業会計決算認定について 認　定

認定第８号 平成29年度六ヶ所村下水道事業会計決算認定について 認　定

認定第９号 平成29年度六ヶ所村工業用水道事業会計決算認定について 認　定

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任と答申

9月7日同意第２号 六ヶ所村副村長の選任について 同意

同意第３号 六ヶ所村教育委員会教育長の任命について 同意

▼一般会計補正予算の歳出は、
　総務費に室ノ久保集会所整備事業に係る室ノ久保地区
学習等供用センター解体工事実施設計業務委託料及び外
構工事調査設計業務委託料を計上。
　衛生費に六ヶ所村地域家庭医療センター眼科診療室整
備事業に係る眼科診療室整備工事請負費および医療用備
品購入費を計上。
　農林水産費に施設園芸実証ハウス加温機整備事業に係
る工事請負費を計上。
　土木費に泊中央線歩道整備事業に係る実施設計委託料
を計上。
　教育費には泊小・中学校平地化事業に係る基本設計業
務委託料および千歳平小学校整備事業に係る基本設計業
務委託料を計上したものです。
▼歳入予算の主なものは、国庫支出金にごぼう貯蔵選別
施設整備事業費の増に伴う「強い農業づくり交付金」を
追加したほか、エネルギー構造高度化転換理解促進事業
費補助金などを計上し、既定の歳入歳出予算の総額に歳
入歳出それぞれ２億 5,222 万５千円を追加し、歳入歳出
予算の総額は 150 億 5,465 万３千円となりました。
▼国民健康保険特別会計をはじめとする４つの特別会計
と公営企業会計について、国民健康保険特別会計予算は
前年度繰越金の減額による一般会計繰入金の追加や、繰
越金の国保システム改修委託料を計上。
　後期高齢者医療特別会計予算は保険料の還付金を追加
計上するなど、所要の予算措置を講じたものです。

9月補正予算の状況
会 計 名 補正前 ( 千円 ) 補正額 ( 千円 ) 補正後 ( 千円 )

一 般 会 計 15,054,653 252,225 15,306,878

国民健康保険特別会計
（ 事 業 勘 定 ） 1,104,230 270 1,104,500

後期高齢者医療特別会計 73,900 292 74,192

国民健康保険特別会計
（ 千 歳 平 施 設 勘 定 ） 109,576 0 109,576

介 護 保 険 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） 1,078,972 31,106 1,110,078

下水道事業会計※ 1 825,292 38 825,330

下水道事業会計※ 2 627,706 0 627,706

補正予算の内容

※ 1旧尾駮診療所の医療費に係るもの	
※ 2水道料金に係るもの	
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１
．
村
長
２
期
目
の
公
約

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

【
問
】
平
成
30
年
６
月
の

村
長
選
挙
に
お
い
て
圧
倒

的
な
大
差
で
２
期
目
の
当

選
を
果
た
し
ま
し
た
。
村

長
は
、
選
挙
に
あ
た
り
５

項
目
の
公
約
を
掲
げ
ま
し

た
が
次
の
項
目
に
つ
い
て

具
体
的
に
村
長
の
考
え
を

を
伺
い
ま
す
。

➊
小
川
原
湖
、
内
沼
の
環

境
問
題
は
酪
農
・
畜
産
経
営

者
の
大
き
な
問
題
と
な
っ

建
設
に
係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
早
期
に
公
開
し
、
道

路
を
は
じ
め
と
し
た
関
連

す
る
整
備
計
画
も
あ
る
と

考
え
る
た
め
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

 

【
答
】
１
点
目
、
村
の
取
組

と
し
て
、
民
生
部
門
で
は
、

下
水
道
施
設
整
備
事
業
と

し
て
平
沼
、
倉
内
、
中
志
、

内
沼
地
区
を
対
象
と
し
た

南
部
処
理
区
に
処
理
場
を

建
設
し
、
平
成
32
年
度
ま
で

に
全
対
象
地
区
が
供
用
開

始
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
公
共
下
水
道
へ
の
接

続
率
向
上
を
図
る
た
め
の

水
洗
便
所
加
入
促
進
助
成

事
業
な
ど
補
助
制
度
の
運

用
や
昨
年
11
月
に
は
、
村

独
自
で
小
川
原
湖
や
村
内

の
湖
沼
を
対
象
と
し
た
環

境
保
全
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
、
公
共
施
設
や
商

店
に
掲
示
し
て
啓
発
活
動

も
し
て
い
ま
す
。
産
業
部

門
で
は
、
家
畜
排
泄
物
の

適
正
管
理
の
徹
底
を
図
る

た
め
、
堆
肥
舎
等
の
整
備

費
助
成
や
有
機
堆
肥
セ
ン

タ
ー
の
整
備
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
畜
産
農
家
に
対
し

整
備
し
た
堆
肥
舎
等
の
適

て
い
ま
す
。
村
長
は
問
題

解
決
に
当
た
り
、
県
の
対

応
を
踏
ま
え
早
期
に
対
応

す
る
と
発
言
し
て
お
り
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
策

を
実
施
す
る
の
か
具
体
的

に
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

➋
村
長
は
県
を
ま
た
ぎ
、

原
子
力
政
策
に
共
通
の
課

題
を
有
す
る
４
自
治
体
と

本
年
４
月
に
協
議
会
を
設

立
し
ま
し
た
。
そ
の
目
的

に
つ
い
て
は
理
解
し
、
活

動
に
期
待
し
ま
す
が
今
後

予
定
さ
れ
る
活
動
内
容
等

を
具
体
的
に
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、
県

の
方
針
が
大
き
く
左
右
す

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
県
に
対
し

て
の
活
動
が
弱
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
が
、
村
長

の
率
直
な
意
見
を
伺
う
。

➌
新
庁
舎
建
設
に
当
た
っ

て
は
現
在
15
億
円
の
積
み

立
て
を
し
て
お
り
、
村
長

は
40
億
円
の
積
み
立
て
後
、

建
設
を
実
行
す
る
意
思
を

発
言
し
て
お
り
ま
す
。
新
庁

舎
建
設
に
当
た
り
、
住
民
の

要
望
等
を
取
り
入
れ
十
分

な
理
解
を
得
る
こ
と
が
肝

要
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で

髙
橋
　文
雄 

議
員

【
問
】

①
小
川
原
湖
、
内
沼
の

　

環
境
問
題
に
つ
い
て
、

　

今
後
ど
の
よ
う
な
方

　

策
を
実
施
す
る
の
か
？

②
原
子
力
研
究
開
発
推

　

進
自
治
体
協
議
会
の

　

今
後
予
定
さ
れ
る
活

　

動
内
容
と
原
子
燃
料

　

サ
イ
ク
ル
事
業
は
県

　

の
方
針
が
大
き
く
左

　

右
す
る
こ
と
か
ら
県

　

に
対
し
て
の
活
動
が

　

弱
い
よ
う
に
見
受
け

　

ら
れ
る
。
県
の
対
応

　

を
踏
ま
え
早
期
に
対

　

処
す
る
と
発
言
し
て

　

い
る
が
ど
の
よ
う
な

　

方
策
を
実
施
す
る
の

　

か
、
村
長
の
考
え
は
？

③
新
庁
舎
建
設
に
あ
た

　

っ
て
の
建
設
ス
ケ
ジ

　

ュ
ー
ル
や
計
画
に
つ

　

い
て
村
長
の
考
え
は
？

【
答
】

①
県
が
行
っ
て
い
る
調

　

査
結
果
を
踏
ま
え
関

　

係
機
関
と
連
携
し
取

　

り
組
ん
で
参
る
。

②
文
部
科
学
省
や
関
係

　

省
庁
に
要
望
活
動
を

　

行
っ
て
い
る
。
県
へ

　

の
働
き
か
け
に
つ
い

　

て
は
今
後
、
村
議
会

　

と
共
に
県
に
対
し
、

　

強
く
要
望
を
行
っ
て

　

参
る
。

③
平
成
32
年
度
に
庁
舎

　

建
設
検
討
委
員
会
を

　

設
置
し
計
画
に
つ
い

　

て
検
討
し
て
参
る
。

次は一般質問

ここが知りたい
一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについて、報告や
説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

一 般 質 問
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六ヶ所村
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切
な
利
用
に
つ
い
て
指
導

や
「
家
畜
排
泄
物
法
」
の
管

理
基
準
法
の
遵
守
の
た
め
、

説
明
会
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
県
が
行
っ

て
い
る
調
査
結
果
が
「
小

川
原
湖
流
域
水
環
境
対
策

協
議
会
」
へ
報
告
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
、
当
協
議
会
は
、

原
子
力
の
研
究
開
発
施
設

が
立
地
す
る
自
治
体
と
し

て
岡
山
県
鏡
野
町
、
茨
城

県
東
海
村
、
同
県
大
洗
町
、

六
ヶ
所
村
の
４
町
村
が
結

束
し
て
原
子
力
の
健
全
な

発
展
と
地
域
振
興
を
同
時

に
実
現
す
る
事
を
目
指
し

設
立
し
ま
し
た
。
当
協
議
会

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
年

７
月
に
文
部
科
学
省
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
省
庁
に

対
し
要
望
を
行
い
、
当
村
と

し
て
は
、
先
進
核
融
合
中

性
子
源
施
設「
Ａ-

Ｆ
Ｎ
Ｓ
」

の
早
期
建
設
等
を
要
望
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
協
議
会
で

今
後
も
継
続
し
て
要
望
活

動
を
行
い
、
構
成
自
治
体
、

原
子
力
行
政
機
関
及
び
研

究
開
発
期
間
関
係
者
に
よ

る
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
、

更
な
る
研
究
施
設
の
誘
致

や
人
材
の
確
保
・
育
成
を

図
り
、
近
い
将
来
に
お
け

る
推
進
大
会
等
の
開
催
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事

業
に
お
い
て
県
に
対
し
て

の
活
動
が
弱
い
と
の
指
摘

に
つ
い
て
で
す
が
、
青
森

県
に
対
し
て
は
立
地
基
本

協
定
、
安
全
協
定
と
も
に

同
じ
立
場
の
も
と
、
安
全

確
保
対
策
や
地
域
振
興
対

策
等
に
つ
い
て
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
重
要
な
方

針
・
方
策
に
関
す
る
も
の
や

立
地
地
域
の
課
題
解
決
等
、

事
案
に
よ
っ
て
は
村
議
会

と
共
に
青
森
県
に
対
し
強

く
要
望
を
行
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

３
点
目
、
平
成
28
年
３

月
に
六
ヶ
所
村
新
庁
舎
準

備
基
金
条
例
を
制
定
し
、

毎
年
度
５
億
円
積
立
て
て

参
り
ま
し
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
10
年
を
目
途
に
50
億

円
を
積
立
て
る
計
画
で
す
。

新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
村
民
の
要
望
等
も
取

り
入
れ
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
原
子
力
災
害
へ
の
対

応
、
庁
舎
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
、
防
災
機
能
等
を
考
慮

し
整
備
を
進
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
庁
舎
と
す
べ
き
か
検
討

す
る
た
め
、
庁
舎
建
設
検

討
委
員
会
を
設
置
し
村
民

か
ら
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
踏
ま
え
基
本
構
想
・
基

本
計
画
に
十
分
時
間
を
か

け
て
参
り
ま
す
。
建
設
に

係
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
平
成
32
年
度
に

庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を

設
置
し
基
本
構
想
、
基
本

計
画
、
実
施
設
計
と
進
め

平
成
37
年
度
に
は
建
設
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

工
事
期
間
は
事
業
規
模
に

も
よ
り
ま
す
が
２
ヶ
年
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

１
．
村
関
係
の
特
別
職
の

職
員
で
非
常
勤
の
委
員
等

の
選
任
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

 

【
問
】
平
成
28
年
６
月
定

例
会
一
般
質
問
で
、
本
村

に
は
、
約
70
を
超
え
る
多

く
の
各
種
委
員
会
等
が
存

在
し
て
い
る
が
、
人
材
育

成
基
金
運
営
委
員
の
一
部

だ
け
が
公
募
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
他
の
各
種
委
員
が
ど

の
よ
う
に
選
任
さ
れ
て
い

る
の
か
不
透
明
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
２
・
３
年
を
目

途
に
、
委
員
会
の
統
廃
合

を
行
い
、
委
員
の
公
募
を

す
る
こ
と
、
多
く
の
若
い

世
代
の
声
も
反
映
す
る
た

め
に
、
公
募
に
応
じ
た
人

が
気
兼
ね
な
く
会
議
等
に

参
加
で
き
る
よ
う
村
長
か

ら
勤
務
先
に
「
職
務
に
専

念
す
る
義
務
の
免
除
」
を

お
願
い
す
べ
き
で
あ
る
と

指
摘
し
て
か
ら
２
年
が
経

過
し
た
が
、
そ
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
次
の
５
点
に

つ
い
て
伺
う
。

➊
こ
の
２
年
間
で
統
廃
合

等
が
さ
れ
た
委
員
会
は
あ

る
か
？

➋
こ
の
２
年
間
で
委
員
が

任
期
満
了
と
な
っ
た
委
員

会
等
は
ど
の
程
度
か
。
ま

た
そ
の
委
員
会
の
委
員
に

新
し
く
就
任
し
た
委
員
は

ど
の
程
度
か
？

➌
村
長
の
付
属
機
関
も
含

め
、
70
余
り
あ
る
各
種
委

員
会
等
の
平
均
年
齢
と
40

歳
未
満
の
委
員
就
任
率
は

ど
の
程
度
か
？

➍
各
世
代
の
多
様
な
意
見

を
村
政
に
反
映
す
る
た
め
、

職
務
に
専
念
す
る
義
務
の

免
除
を
お
願
い
す
べ
き
と

指
摘
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
事
例
は
あ
る
か
？

一 般 質 問

寺
下
　和
光 

議
員

【
問
】

①
こ
の
２
年
間
で
統
廃

　

合
さ
れ
た
委
員
会
は

　

あ
る
か
？

②
こ
の
２
年
間
で
任
期

　

満
了
と
な
っ
た
委
員

　

会
は
？
ま
た
新
し
く

　

就
任
し
た
委
員
は
ど

　

の
程
度
か
？

③
各
種
委
員
会
等
の
平

　

均
年
齢
と
40
歳
未
満

　

の
委
員
の
就
任
率
は

　

ど
の
程
度
か
？

④
職
務
に
専
念
す
る
義

　

務
の
免
除
を
行
っ
た

　

事
例
は
あ
る
か
？

⑤
新
た
に
委
員
が
公
募

　

さ
れ
た
実
績
は
あ
る

　

か
？
無
い
場
合
の
理

　

由
は
な
に
か
？

【
答
】

①
平
成
28
年
６
月
以
降
、

　

統
廃
合
を
行
っ
た
委

　

員
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
34
の
委
員
会
で
任
期

　

満
了
と
な
っ
た
委
員

　

会
が
あ
り
、
新
た
に

　

就
任
し
た
委
員
が
１

　

０
６
名
と
な
っ
て
い

　

る
。

③
17
の
委
員
会
で
年
齢

　

を
把
握
し
て
お
り
、

　

平
均
年
齢
は
58
．
７

　

歳
で
、
40
歳
未
満
の

　

委
員
の
就
任
率
は

　

２
．
５
％
で
あ
る
。

④
こ
れ
ま
で
も
文
書
に

　

て
、
派
遣
依
頼
を
行

　

っ
て
い
る
。
今
後
も

　

勤
務
先
か
ら
の
協
力

　

を
得
る
努
力
を
し
て

　

ま
い
る
。

⑤
平
成
28
年
６
月
以
降

　

に
公
募
を
行
っ
た
も

　

の
は
２
つ
で
あ
り
、

　

専
門
的
見
地
か
ら
助

　

言
等
を
い
た
だ
く
た

　

め
現
状
で
は
充
て
職

　

と
し
て
い
る
。
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後
も
、
委
員
等
の
皆
さ
ま

が
各
種
行
政
活
動
に
参
画

し
や
す
い
よ
う
、
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
勤
務
先
か

ら
の
ご
協
力
を
得
る
努
力

を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

５
点
目
、
委
員
等
の
公

募
を
行
っ
た
の
は
４
つ
の

委
員
会
等
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
平
成
28
年
６
月

以
降
に
新
た
に
公
募
を

行
っ
た
の
は
２
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
公
募
を
し
て

い
な
い
主
な
理
由
に
つ
い

て
は
、
委
員
会
等
の
設
置

目
的
を
踏
ま
え
、
専
門
的

見
地
か
ら
助
言
等
を
い
た

だ
く
た
め
に
学
識
経
験
者
、

行
政
機
関
の
職
員
又
は
行

政
経
験
者
等
に
就
任
し
て

頂
く
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、

偏
り
の
な
い
幅
広
い
意
見

等
を
い
た
だ
く
た
め
に
地

域
団
体
や
関
係
団
体
の
代

表
者
に
就
任
を
お
願
い
し

て
い
る
。

１
．
青
森
県
立
七
戸
養
護

学
校
へ
の
通
学
バ
ス
運
行

に
よ
る
負
担
軽
減
及
び
障

害
者
福
祉
施
設
利
用
者
へ

の
助
成
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

 

【
問
】
本
村
の
児
童
生
徒

は
、
七
戸
養
護
学
校
等
に
入

校
し
て
い
る
方
が
数
名
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
本
村
及
び
横
浜
町

に
は
送
迎
バ
ス
の
運
行
が

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

直
近
の
バ
ス
発
着
所
で
あ

【
問
】

①
県
に
対
し
、
七
戸
養

　

護
学
校
へ
の
送
迎
バ

　

ス
運
行
を
要
請
す
べ

　

き
で
は
な
い
か
？

②
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
事
業
所
に
係
る
利

　

用
料
や
送
迎
費
用
を

　

助
成
す
る
考
え
は
な

　

い
か
？

【
答
】

①
今
年
度
中
に
村
内
停

　

留
所
の
選
定
を
し
来

　

年
度
か
ら
運
行
を
開

　

始
す
る
回
答
を
い
た

　

だ
い
た
。

②
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
事
業
所
の
負
担
軽

　

減
に
つ
い
て
は
、
今

　

後
保
護
者
の
意
見
を

　

伺
っ
て
検
討
し
て
参

　

る
。

一 般 質 問
➎
各
種
委
員
会
等
委
員
の

う
ち
新
た
に
一
部
委
員
が

公
募
さ
れ
た
実
績
は
あ
る

か
、
無
い
と
す
れ
ば
そ
の

理
由
は
な
に
か
？

 

【
答
】
1
点
目
、
平
成
28

年
６
月
以
降
に
お
け
る
統

廃
合
等
を
行
っ
た
委
員
会

等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
点
目
、
立
ち
上
げ
し
て

い
る
55
の
委
員
会
等
の
う

ち
34
の
委
員
会
等
で
任
期

満
了
と
な
っ
た
委
員
等
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
就
任
し
た
委
員
等
の

数
は
１
０
６
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

３
点
目
、
現
在
立
ち
上
げ

し
て
い
る
55
の
委
員
会
の

う
ち
、
年
齢
を
把
握
し
て

い
る
の
は
17
の
委
員
会
等

で
あ
り
、
平
均
年
齢
は
58
．

７
歳
で
、
40
歳
未
満
の
委

員
の
就
任
率
は
、
２
４
４

人
中
６
人
で
２
．
５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
、
こ
れ
ま
で
も

民
間
企
業
等
に
勤
務
す
る

方
に
対
し
て
、
そ
の
勤
務

先
に
、
文
書
に
て
派
遣
依

頼
を
行
い
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今

る
東
北
町
ま
で
送
迎
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
児
童
生

徒
を
は
じ
め
保
護
者
に
は

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
７
月

に
青
森
県
教
育
委
員
会
に

対
し
教
育
の
平
等
性
の
観

点
か
ら
運
行
経
路
の
見
直

し
な
ど
要
請
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
新
年
度
よ
り
４
台

に
よ
る
運
行
体
制
と
し
た

い
な
ど
が
示
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
教
育
の
平
等
性

や
入
校
中
の
児
童
生
徒
及

び
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

早
期
に
解
消
す
る
事
と
村

が
運
営
す
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
諸
事
情
に
よ
り

利
用
出
来
な
く
て
、
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
利
用
し
て
い
る
方
々
の

負
担
軽
減
を
図
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら

次
の
２
点
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

➊
青
森
県
に
対
し
て
、
七

戸
養
護
学
校
へ
の
送
迎
バ

ス
を
本
村
に
も
運
行
す
る

事
を
強
く
要
請
す
べ
き
と

思
う
が
如
何
か
？

➋
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
利
用
し
て
い
る

方
々
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
、
利
用
料
や
送
迎
に

か
か
る
費
用
に
対
す
る
助

成
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
？

 

【
答
】
１
点
目
、
こ
れ
ま

で
も
保
護
者
か
ら
要
望
が

あ
り
、
県
立
七
戸
養
護
学

校
に
対
し
要
望
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
現
在
は
本
村

ま
で
は
運
行
さ
れ
て
い
な

い
現
状
で
す
。
現
在
本
村

か
ら
当
該
養
護
学
校
に
入

校
し
て
い
る
小
中
学
部
の

児
童
生
徒
は
５
名
で
、
バ

ス
の
利
用
者
は
３
名
で
す
。

送
迎
バ
ス
を
利
用
す
る
場

合
の
バ
ス
停
留
所
は
、
近

隣
の
東
北
町
又
は
野
辺
地

町
と
な
り
ま
す
が
、
３
名

は
い
ず
れ
も
東
北
町
の
「
マ

エ
ダ
ス
ト
ア
乙
供
店
」
前

停
留
所
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
送
迎
バ
ス
の
運
行
管

理
に
関
す
る
所
管
は
当
該

養
護
学
校
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
村
教
育
委
員
会
が
本

年
６
月
に
当
該
養
護
学
校

へ
出
向
き
要
望
し
た
と
こ

ろ
今
年
度
中
に
村
内
停
留

所
の
選
定
を
検
討
し
、
来

年
度
か
ら
運
行
を
開
始
す

る
旨
の
回
答
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

２
点
目
、
現
在
、
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

を
利
用
し
て
い
る
方
は
９

名
お
り
、
そ
の
内
訳
と
し

て
は
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
が
６
名
、
児

童
発
達
支
援
利
用
者
は
３

名
と
な
っ
て
い
る
。
障
害

者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

及
び
送
迎
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
は
、
児
童
福
祉

法
の
規
定
に
よ
り
、
保
護

者
の
所
得
額
に
応
じ
て
月

額
の
負
担
上
限
額
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
障
害
が
あ

る
た
め
村
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
利
用
で
き
な
い

児
童
は
、
村
内
に
施
設
が
無

い
た
め
村
外
の
施
設
を
利

用
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ

の
利
用
に
よ
っ
て
保
護
者

の
負
担
に
な
る
こ
と
は
把

握
し
て
お
り
ま
す
の
で
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
及

び
児
童
発
達
支
援
利
用
者

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
今

後
保
護
者
の
意
見
を
伺
っ

て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。
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委 員 会 レ ポ ー ト
９月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

　９月５日に委員会を開催し、六ヶ所村地域家庭

医療センター眼科開設準備他２件について、担当

課より報告を受け審議した。

〔説  明〕

◆地域家庭医療センター眼科開設は、平成３１年

度から眼科医による月１回の診察を行い、診療後

のフォローは医療センターの医師が予約制で行う。

◆休日保育の試行は、平成３０年１０月１日より

千歳平子ども園で日曜祝祭日の休日保育を試行す

る。

◆（仮称）泊こども園整備事業は、老朽化してい

る泊保育所を移転改築し保育所型認定こども園と

して 2021 年度の開設に向けた整備計画とする。

［委員の意見］

◎診療回数を増やすこと、村内の眼科診療が必要

な患者数を把握し実態に即した診療が可能となる

よう努力願いたい。

◎休日保育の試行は、千歳平こども園に限らず、

農業に従事する保護者が多い南こども園でも実施

し、本格的な休日保育が展開されることを願う。

◎（仮称）泊こども園の整備は、地元の住民の意

見を取り入れながら事業を進めるべきである。

福祉教育常任委員会
■「六ヶ所村地域家庭医療センター眼科開設準備」他２件について審議

総務企画常任委員会
■「防衛省に対する要望結果」
他1件の報告について審議
　９月４日委員会を開催し、防衛省に対する要望
結果他 1件について審議した。

［説  明］
◆東北防衛局および防衛省に対し行った要望活動
時の主な回答は、今後も意思疎通を密にし、適切
に対応したい旨の内容であった。（7 月 24 日東北防
衛局　7月 25 日防衛省）
◆定住促進に関する支援では、尾駮レイクタウン
北地区を対象とした「宅地購入助成事業」や村内
全域を対象とした「住宅新築・リフォーム助成事業」
の利用実績について報告がなされた。

［委員の意見］
◎各種助成制度について漏れがないよう、建築主
や施工主に対し、しっかりと周知をすべきである。

産業建設常任委員会
■「尾駮沼護岸整備事業」
について審議
　９月４日委員会を開催し、尾駮沼護岸整備事業

について担当課より報告を受け審議した。

［説  明］

◆国道３３８号尾駮橋から下流側（商工会付近か

ら海側）の護岸が浸食されており、建物への影響

が懸念されることから、約１，３００ｍの区間の護

岸の整備を実施予定。

［委員の意見］

◎整備に合わせ、尾駮沼河口に堆積している土砂

等の撤去も検討すべきではないか。

◎魚道の確保も視野に入れ検討していただきたい。

むつ小川原特別委員会

第11回全国原子力発電所立地議会サミットを開催
全国の原発立地地域の議員など約４４０名により原子力政策や課題について活発な意見交換を行う

　原子力発電所を立地する市町村議会議員の意見交換の場として隔年で開催するサミットが、１０月３０、３１
日の２日間にわたり東京都品川プリンスホテルを会場に開かれ、村議会ではむつ小川原エネルギー対策特別委員
会の活動として参加した。
　開催にあたり、全国原子力発電所立地市町村議会議長会の丸山会長から「原子力政策の目指す方向には、低炭
素社会、再稼動、防災対策、核燃料サイクルなど課題が山積しており、エネルギー政策と原子力のあり方議論を
深め、実り多い大会となることを願う」とあいさつ。
　続いて、「エネルギー基本計画と原子力発電」と題して、経済産業省資源エネルギー庁資源エネルギー政策統
括調整官の小澤典明氏による基調講演が行われた。
　その後、５つの分科会に分かれ活発な意見交換が行われ、「核燃料サイクル事業におけるバックエンド対策を
含め、国が責任をもって明確な方針を示してほしい」、「福島
第１原発の事故による帰宅困難地域の復興は、人や産業が集
まる仕組みを国や電力会社で作ることができないものか」な
どの意見が出されました。

●分科会テーマ
第１分科会「原子力政策と地域振興」
第２分科会「低炭素社会のあり方」
第３分科会「原子力発電所の再稼動と原子力防災体制」
第４分科会「核燃料サイクルと放射性廃棄物の中間貯蔵・
　　　　　　最終処分」
第５分科会「福島原発事故被災地域の再生と各立地地域の
　　　　　　廃炉計画に対する地域振興」

原子力発電所立地議会サミットの様子
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議 員 派 遣

六ヶ所村議会議員視察研修

　六ヶ所村議会では、去る１０月９日から１０月１２日までの４日間、議員１３名による視察研修を実施し
ました。
　今回の研修は、就農者支援対策や農畜産品等のブランド化が進んでいる「宮崎県高鍋町」、行政に頼らない
まちづくりとして一躍有名となった、「鹿児島県鹿屋市串良町柳谷集落」などを視察しました。本誌ではその
概要をお知らせします。

【就農者支援対策・農畜産品のブランド化

宮崎県高鍋町「高鍋町の取り組みについて」学ぶ

地域再生には人の心を動かすリーダーが必要！！

鹿児島県鹿屋市柳谷集落　通称「やねだん」
自治公民館長　豊重 哲郎 氏 に地域再生を学ぶ

【高鍋町の概要】
　高鍋町は九州の東側宮崎県中央部海岸沿いに位置し、県内では最も面
積が小さい自治体であり、人口は約２０，６００人となっています。
　長芋焼酎「六趣」は高鍋町の「黒木本店」で開発され、本村とゆかり
のある町となっています。
１．就農者支援対策
○みやざき農業実践塾
　高鍋町内にある「宮崎県農業大学校」では、営農を始めるための研修「み
やざき農業実践塾」が開催されており、積極的に活用し、新規に就農し
やすい環境を整えています。
○ JA 児湯トレーニングハウス
　高鍋町に隣接する新富町に「トレーニングハウス」を建設しており、「み
やざき農業実践塾」等で研修を終えた新規就農者の技術向上のために活
用され、新規就農者がスムーズに自立できるよう自治体が連携し、就農
体系を構築することとしています。
２．農畜産品のブランド化
○みやざき完熟マンゴー
　宮崎県全体が JA と一体となり、「みやざきブランド推進協議会」を発
足し、高鍋町を含む児湯管内の産地強化として、「みやざき完熟マンゴー」
に関するブランド対策を展開しています。
◇今後の展望◇
　高鍋町には「宮崎県農業大学校」、「県立高鍋農業高等学校」といった
教育機関があり、このような機関と連携し、効率的かつ安定的な農業・
儲かる農業・魅力ある農業の実現に向け、取り組んでいきたいと話して
いました。

【「やねだん」の概要】　
　人口約３００人のうち４割は高齢者、集落の貯えもわずか１万円。特
産品もなく耕作放棄地も増える典型的な中山間地域でありましたが、そ
れが今では全国から毎年５０００名以上が視察に訪れています。

【地域づくりはみんなが主役】
　リーダーとして２０年以上住民を先導してきたのが自治公民館長の豊
重哲郎氏です。「集落機能を維持するには行政に頼らず、集落の自立を図
ることが必要」と考えた豊重氏は、耕作放棄地でサツマイモ栽培をする
も人手不足に見舞われ、後にぎこちない姿を見かねた住民が一人一人と
増えていきました。
　「地域づくりはみんなが主役」という言葉を繰り返し語る豊重氏。その
言葉どおり、住民から土着菌（田畑等に生息する好気性微生物の総称）
の製造・販売のアイディアが出た。これがサツマイモの収穫量を上げ、
ついには焼酎の開発まで成功。集落は年間約５００万円の余剰金を生み
出すまでに成長しました。
　この余剰金を地域に還元しようと様々な事業を行っており、その一例
として孤独死を防ぐため一人暮らしの高齢者の家に、集落中に鳴り渡る
ベルのスイッチの配布やシルバーカーの貸与など集落単位で独自の取組
みが行われています。
　現在豊重氏は自治公民館長の傍ら、地域再生のリーダーを養成する「故
郷創世塾」を開催しているほか、全国各地で講演するなど休み無く活動
しています。

高鍋町の取組みについて
説明を受ける議会議員

高鍋町役場庁舎にて

地域再生について
講義をする豊重哲郎氏

壁には集落のお年寄りから子どもま
での笑顔の写真の他、故郷創世塾の
卒塾生役 700名の写真がかざられて
いる。
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六ヶ所村
議会だより 第 46 号（12）

　議会を監視するのは『あなた』です。９月定例会の傍聴人は５９人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、１２月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－２１１１（内線４１１，４１２，４１３）へお尋ねください。

議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？

平成３０年第５回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 12月 5日（水） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 12月 6日（木） 本会議（午前 10 時） 一般質問

第３日目 12月 7日（金） 休　　　　会 常任委員会※ 1

第４日目 12月 8日（土） 休日休会

第５日目 12月 9日（日） 休日休会

第６日目 12月 10 日（月） 休　　　　会 常任委員会・特別委員会※ 1

第７日目 12月 11 日（火） 本会議（午前 10 時） 議案審議

第８日目 12月 12 日（水） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HPでお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

上北郡議長会議員研修会を開催しました
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　去る１１月７日（水）に上北郡議長会議員研修会が文化交流プラザ「スワニー」で開催されました。

●演題　　　「劇的救命」
●講師　　　八戸市立市民病院　院長　今　明秀　氏
●参加人数　上北郡の町村議会議員及び事務局職員９８名

　講師の今明秀院長は、へき地医療を長年経験し、平
成16年に八戸市立市民病院救命救急センターへ赴
任。医師不足の市民病院で、ドクターヘリやドクター
カーの運用を開始し、診療前から診療するスタイルを
確立されました。
　現在も若い救命医師にへき地医療を経験させ、10
年間で40名の救急医を育てました。
　当日は上北郡町村議会議長会の橋本隆春会長から
「上北地域の医療の充実に役立てたい。」などと挨拶が
あり、講演ではドクターカーで出動した現場における
手術の事例などが紹介され、急激に過疎が進む現在で
は、移動緊急手術室（ドクターカー）がへき地を救う
ことや劇的救命の必要性について話されました。 今院長による講演の様子


